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～右派連立政権が成立する見込み～ 
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1. 解散総選挙に臨んだサンチェス首相 

スペインのペドロ・サンチェス首相が 10月 5日、議会を解散し、11月 29日に総選挙（定数 350、比例代表制）

を行うと発表した。住宅価格や家賃の高騰に対する政府の緊急政令案が、10 月 2 日に下院で否決されたことを

受けて、少数与党による政権運営の行き詰まりを意識した首相が、国民に信を問う決断をした形である。ただし、

サンチェス首相が率いる中道左派の与党・社会労働党（PSOE）の支持率は低迷している（図表 1）。 

 

もともと PSOE の人気は低迷しており、前回 2023 年 7 月の総選挙でも、ライバル政党である中道右派の国民

党（PP）が第一党となっていた。しかしサンチェス首相は他の左派政党や地域政党の協力を受けて組閣し、政権

を維持した経緯がある。しかし首相周辺の汚職疑惑などから PSOE の人気は回復せず、次期の総選挙では PP

と同根の右派政党である Vox による連立政権が成立する公算が大きい。 

図表 1. 主要政党の支持率調査 図表 2. スペインの住宅価格 

 
（出所）各種世論調査より 
 
 

 
（出所）欧州連合統計局（ユーロスタット） 
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〇スペインのサンチェス首相が10月5日、議会を解散し、11月29日に総選挙を行うと発表した。次期の総選挙

では野党第一党の PP と同根の右派政党 Vox による連立政権が成立する公算が大きい。 
〇PP と Vox が総選挙で勝利すれば、2018年6月以来の政権交代が実現する。こうした右派回帰を民族主義

の台頭という流れに位置付ける向きもあるが、スペインの国内事情はもっと複雑である。 
〇仮に総選挙を経て PP と Vox の連立政権が成立しても、両派間ですり合わせるべき課題も多く、スペイン政

治が安定するとは限らない。ゆえに、当面の問題への対応も進まないだろう。 
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解散の直接的な理由となった住宅価格の問題であるが、住宅市況が底にあった 2015 年を基準（＝100）とす

る指数でその動きを確認すると、直近2026年4～6月期は201と、ユーロ圏全体（159）を大きく上回る（図表2）。

特に 2023 年以降の上昇が目覚ましいが、堅調な景気や移民の急増を受けて住宅需要が高まったことがその主

因である。 

 

 

2. 民族主義的な右派回帰とは異なる 

PP と Vox が総選挙で勝利すれば、2018 年 6 月以来の政権交代が実現する。こうした右派回帰を民族主義

の台頭という流れに位置付ける向きもあるが、スペインの国内事情は複雑であるため、必ずしもその流れに合わ

ない点、留意すべきである。まず、そもそも PSOE の人気そのものが低下している。確かに景気は堅調だが、住

宅価格の急騰のような社会問題に関して、サンチェス政権は具体的な処方箋を提示できなかった。 

 

総選挙を経て政権交代が実現し、PP が Vox と連立を組んだとしても、それを民族主義の台頭の表れと理解す

るよりも、一定の期間ごとに繰り返される左派から右派へのリバランスの流れとして理解するほうが適切だろう。ま

たスペインの場合、右派間に対立関係があることにも注目する必要がある。地域ナショナリズムが強いスペインで

は地方分権を求める保守の力が強く、中央集権を主張する保守（つまり Vox）と対立関係にある。 

 

中央集権を望む保守の一部に戦前・戦後のフランコ体制を理想化する向きがあることも、地域ナショナリズムと

の対立を生んでいる。地域ナショナリズム政党の中には、自らを保守と位置付けながらも、中央集権を望む保守と

の対立から、PSOEや他の左派政党（PodemosやSumar）と歩調を合わせる動きもある。スペインの民族主義は

多様なため、同国の右派回帰を反欧州連合（EU）や反移民の文脈で捉えることはできない。 

 

例えばスペイン南東部のカタルーニャ州では、伝統的に左派も右派も民族主義を掲げ、独立運動（あるいは高

度な自治の獲得のための運動）を展開しているが、同時に票を奪い合う関係にある。最近は左派のカタルーニャ

共和主義左翼（ERC）が劣勢である。一方、右派のカタルーニャ同盟（AC）が優勢となっており、政党支持率では

PSOE に次ぐ第 2 位となっている。 

 

AC は右派だが独立を主張しており、中央集権を主張する Vox とは対立する。一方、カタルーニャ州でも独立

に同調しない有権者は数多く、そうした有権者は PSOE に投票する傾向が強い。カタルーニャ州はスペインでも

有数の産業地帯であるため、労働運動が盛んだったことから、伝統的に PSOE の支持が厚いためである。このよ

うに、スペイン政治はまだら模様であるため、右派回帰と民族主義を同一視することは不適切である。 
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3. 総選挙後の新政権も多難な船出となる見込み 

総選挙後にいかなる立場の新政権が成立しようとも、スペイン経済の先行きに対する懸念は残る。確かに景気

は堅調を維持しているが、一方、冒頭で述べた住宅価格の高騰のような社会問題に対する妙薬はなかなか存在

しない。加えて、経済成長の次なる牽引役を見いだせていないという問題もある。例えばスペイン景気を牽引する

輸出だが、旅行サービスに支えられたサービスの輸出は好調でもモノの輸出は不調である（図表 3）。 

 

中南米からの移民による労働供給が潤沢とはいえ、グローバルな労働力不足やスペインの人口構成（純増で

はあるが移民流入に依存した増加）に鑑みれば、スペインでも生産性の向上は不可欠である。それに資する総固

定資本形成は、実体として建設投資に偏っており、機械投資や知的財産投資の規模は限定的である（図表 4）。

これらの投資を増やすためには国による産業政策が欠かせない。 

 

具体的には、規制緩和や税制優遇といった措置である。これまではサンチェス首相率いる PSOE 政権が少数

与党だったということや、PSOE が中道左派であるため経済成長よりも所得分配を重視したこともあり、そうした設

備投資を後押しするような政策が必ずしも打ち出されたわけではなかった。では PP と Vox の連立政権に交代し

たことでそれが可能になるかどうかというと、その可能性も高くない。 

 

なぜならば、PP と Vox の連立政権が強いイニシアチブの下で産業政策を“上から”推し進めようとすると、中央

集権的な色彩が強くなり、地域ナショナリズムとの間であつれきが生じる展開が予想されるためである。中央集権

志向を弱めるという現実的な判断を Vox ができるかどうかが鍵を握るが、同党にはもともと PP から右派色の濃い

グループが離脱して結党した経緯があるだけに、その余地がどの程度か定かではない。 

 

現状では総選挙を経て PSOEから PP と Vox の連立へと政権が交代する公算が大きいが、両党ですり合わせ

るべき課題も多く、政治が安定するとは限らない。ゆえに、当面の問題への対応も進まないだろう。 

図表 3. GDP に占める輸出の割合 図表 4. GDP に占める固定資本形成の割合 

 
（出所）スペイン国立統計局（INE） 
 
 

 
（出所）INE 
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 本資料は、執筆時点で信頼できると思われる各種データに基づいて作成されていますが、当社はその正確性、完全性を保証

するものではありません。 

 また、本資料は、執筆者の見解に基づき作成されたものであり、当社の統一的な見解を示すものではありません。 

 本資料に基づくお客さまの決定、行為、およびその結果について、当社は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、お

客さまご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。 

 本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず出所：三菱 UFJ
リサーチ&コンサルティングと明記してください。 

 本資料の全文または一部を転載・複製する際は著作権者の許諾が必要ですので、当社までご連絡ください。 
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